
古くから私たちと共にある自然の恵み『温泉』。

身近にありながら、私たちはこの温泉についてどれだけの
ことを知っているのでしょうか。

この機会に温泉のことをよく知り、『温泉熱の有効活用』
について、一緒に考えませんか。

日時 平成２６年３月１９日（水）１３：３０～１５：４５
（メーカー展示会 １２：３０～１６：３０）

場所 和歌山県立情報交流センター Ｂｉｇ・Ｕ 研修室４
（田辺市新庄町３３５３－９）

◆開会

◆基調講演 『温泉熱を活用しよう！温泉熱を活用しよう！温泉熱を活用しよう！温泉熱を活用しよう！』

◆パネルディスカッション 『温泉熱の有効活用と地域振興温泉熱の有効活用と地域振興温泉熱の有効活用と地域振興温泉熱の有効活用と地域振興』

１３：３０～１３：３５１３：３０～１３：３５１３：３０～１３：３５１３：３０～１３：３５

１３：３５～１４：００１３：３５～１４：００１３：３５～１４：００１３：３５～１４：００

１４：３０～１５：４５１４：３０～１５：４５１４：３０～１５：４５１４：３０～１５：４５

講 師 安川 香澄 氏 独立行政法人産業技術総合研究所 再生可能エネルギー研究センター

総括研究主幹

コーディネーター 安川 香澄 氏 独立行政法人産業技術総合研究所 再生可能エネルギー研究センター

総括研究主幹

パネリスト 井澗 誠 氏 和歌山県白浜町長

岡本 繁樹 氏 資源エネルギー庁 資源・燃料部 燃料政策企画室長

佐々木 裕 氏 一般社団法人小浜温泉エネルギー 事務局長

百田 博宣 氏 一般財団法人エンジニアリング協会 地熱プロジェクト推進室

主席研究員

◆時 間：１２：３０～１６：３０１２：３０～１６：３０１２：３０～１６：３０１２：３０～１６：３０
◆場 所：Ｂｉｇ・Ｕ 研修室２研修室２研修室２研修室２
◆出展者：㈱ＩＨＩ，アネスト岩田㈱，アルバック理工㈱，

㈱神戸製鋼所，ゼネラルヒートポンプ工業㈱，

太陽熱学工業㈱，地熱技術開発㈱，㈱前川製作所

【主催】和 歌 山県 【後援】近畿経済産業局 【協力】田辺市、白浜町
※ 本シンポジウムは、平成２５年度地熱開発理解促進関連事業に基づき実施します。



講師プロフィール

東京大学工学部1987年卒業、カリフォルニア大学バークレー校資源工学で1993年理学修士。九州大学
で2000年博士（工学）。自然電位と地下流体流動の研究で、日本地熱学会賞研究奨励賞（1999）受賞、
米国地熱協会（GRC）のベストペーパー賞（2001、2003）２回受賞。2012年、文部科学省科学技術政
策研究所の「科学技術への顕著な貢献2012（ナイスステップな研究者）」に選ばれる。

独立行政法人産業技術総合研究所 再生可能エネルギー研究センター 総括研究主幹

安川安川安川安川 香澄香澄香澄香澄 （やすかわ かすみ）

南紀田辺ＩＣ南紀田辺ＩＣ南紀田辺ＩＣ南紀田辺ＩＣ

和歌山県商工観光労働部 企業政策局 産業技術政策課エネルギー政策班

〒640-8585 和歌山市小松原通1-1

電話：073-432-4111（代表） 内線2373 ＦＡＸ：073-432-0180

メール：e0631001@pref.wakayama.lg.jp

氏氏氏氏 名名名名 連絡先（電話番号）連絡先（電話番号）連絡先（電話番号）連絡先（電話番号） お住まいの市町村名お住まいの市町村名お住まいの市町村名お住まいの市町村名

参参参参 加加加加 申申申申 込込込込 書書書書

参加申込書に必要事項を記入のうえ、県庁産業技術政策課まで、メール（e0631001@pref.wakayama.lg.jp）
またはＦＡＸ（073-432-0180）でお申し込みください。
当日申し込みも可能ですが、会場の定員（５０名）に達した場合、ご参加いただけないこともありますので、
あらかじめご了承ください。
ご記入いただいた個人情報は、適正に管理し、本シンポジウムの目的以外には使用いたしません。

和歌山県立情報交流センターＢｉｇ・Ｕ

（ＴＥＬ：0739-26-4111）

●電車で ●飛行機で ●自動車で

ＪＲ白浜駅 南紀白浜空港 阪和自動車道
南紀田辺ＩＣ

和歌山県立情報交流センターＢｉｇ・Ｕ

※時間は目安です。
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約３０分


